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沖　

グ
リ
フ
ィ
ス
の
残
し
た
メ
モ
“Students

”（
学
生
名
簿
）
に
つ
い
て

は 

じ 

め 

に

　

Ｗ
・
Ｅ
・
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
福
井
藩
の
藩
校
明
新
館
で
主
と
し
て
化
学
、
物

理
を
教
え
た
御
雇
米
国
人
教
師
で
あ
る
。
そ
の
福
井
滞
在
期
間
は
一
八
七
一
年

三
月
四
日
（
明
治
四
年
一
月
一
四
日
）
か
ら
一
八
七
二
年
一
月
二
二
日
（
明
治
四

年
一
二
月
一
三
日
）
ま
で
の
約
一
一
カ
月
間
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
間
の
日
記
と

多
く
の
手
紙
を
姉
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
宛
て
に
送
っ
て
い
る
。

　

筆
者
は
先
に
こ
の
福
井
日
記
に
五
回
以
上
出
て
く
る
福
井
人
の
同
定
を
試
み
、

本
誌
に
「
グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
日
記
中
の
福
井
人
の
同
定
に
つ
い
て
」
と
い
う
題

で
報
告
し
た（

１
）。

こ
の
時
は
日
記
に
五
回
以
上
出
て
く
る
福
井
人
と
限
定
し
た
た

め
に
、藩
関
係
者
な
ど
が
多
く
、学
生
は
数
少
な
い
人
し
か
取
り
上
げ
て
い
な
い
。

　

今
回
、
筆
者
は
福
井
大
学
総
合
図
書
館
の
グ
リ
フ
ィ
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
に

グ
リ
フ
ィ
ス
の
自
筆
メ
モ
で
「Students

」（
２
）な

る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
図
書
館

の
安
野
辰
己
氏
よ
り
知
ら
さ
れ
た
（
以
下
、
単
に
メ
モ
と
略
す
）。
メ
モ
の
存

在
は
「
グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
日
記
の
“Misaki

”（
三
崎
）
は
誰
か
？
」（

３
）で

触
れ

た
が
、
そ
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
報
告
し
て
い
な
い
。

　

メ
モ
に
は
グ
リ
フ
ィ
ス
が
自
筆
で
五
〇
名
ほ
ど
の
学
生
の
姓
を
記
し
て
お

り
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
学
生
名
が
分
か
る
も
の
は
他
に
は
な
い
の
で　

グ
リ

フ
ィ
ス
の
福
井
時
代
の
弟
子
に
ど
の
よ
う
な
人
物
が
い
た
か
を
知
る
基
礎
的
な

史
料
と
し
て
重
要
と
考
え
、
報
告
す
る
こ
と
に
し
た
。
た
だ
し
、
メ
モ
に
は
大

部
分
が
学
生
の
姓
や
呼
び
名
が
英
語
で
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
学
生
の
同
定
を
行
う
必
要
が
あ
る
が
、
上
記
の
「
グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
日

記
中
の
福
井
人
の
同
定
に
つ
い
て
」（
以
下
は
「
福
井
人
の
同
定
」
と
略
記
）

の
時
と
は
違
い
、
学
生
の
多
く
は
ま
だ
若
年
で
あ
り
、
藩
の
関
係
の
史
料
に
は

ほ
と
ん
ど
出
て
こ
な
い
。
そ
の
た
め
主
と
し
て
、
先
の
場
合
と
同
様
に
、
山
下

英
一
氏
『
グ
リ
フ
ィ
ス
と
福
井
』（
増
補
改
訂
版
）（

４
）の

中
の
「
グ
リ
フ
ィ
ス
日
記
」

（
一
八
七
一
年
三
月
一
日
～
一
八
七
二
年
一
月
二
二
日
）
と
日
記
の
内
容
を
補
完
す

グ
リ
フ
ィ
ス
の
残
し
た
メ
モ
“Students

”（
学
生
名
簿
）に
つ
い
て　
―
グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
時
代
の
学
生
た
ち
―

沖　
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也
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六
十
巻
二
号

る
福
井
滞
在
中
の
書
簡
を
ま
と
め
た
『
グ
リ
フ
ィ
ス
福
井
書
簡
』（

５
）の

英
文
翻
刻

と
そ
の
日
本
語
訳
を
使
わ
せ
て
頂
い
た
。
そ
し
て
、
日
記
の
内
容
か
ら
学
生
と

推
定
で
き
る
人
物
と
今
回
の
メ
モ
の
人
物
と
が
同
姓
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
も
と

に
同
定
の
決
め
手
と
し
た
。
し
か
し
、
メ
モ
に
は
約
五
〇
人
の
姓
あ
る
い
は
呼

び
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
日
記
に
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
人
物
も
多
数
い

る
。
そ
れ
ら
の
内
で
日
記
以
外
の
資
料
で
推
定
出
来
た
の
は
四
、五
人
で
、
現

在
の
と
こ
ろ
同
定
で
き
た
の
は
推
定
も
含
め
て
約
二
〇
名
で
あ
る
。
な
お
、
こ

の
メ
モ
に
「
肥
後
」
と
記
さ
れ
て
い
る
人
物
に
つ
い
て
は
同
定
し
て
い
な
い
。

　

本
稿
で
は
「
一　

自
筆
メ
モ
に
つ
い
て
」
で
メ
モ
の
作
成
時
期
に
つ
い
て
考

察
し
た
。「
二　

メ
モ
の
学
生
の
同
定
」
で
は
メ
モ
に
あ
る
姓
を
も
と
に
、
日

記
や
別
の
史
料
を
用
い
て
学
生
の
同
定
を
行
っ
た
。「
三　

メ
モ
に
記
さ
れ
て

い
な
い
学
生
た
ち
」
で
は
「
ａ　

日
記
か
ら
学
生
と
分
か
る
が
メ
モ
に
そ
の
姓

が
な
い
人
物
」
と
「
ｂ　

昭
和
二
年
グ
リ
フ
ィ
ス
夫
妻
の
来
日
の
際
、
再
会
し

た
人
物
名
」
な
ど
も
参
考
の
た
め
に
記
し
た
。　

　

同
定
出
来
た
人
物
に
つ
い
て　

グ
リ
フ
ィ
ス
と
そ
の
人
物
の
当
時
の
関
係
を

知
る
た
め
に
、
日
記
に
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
か
、
い
つ
グ
リ
フ
ィ
ス
を

追
い
か
け
て
東
京
へ
行
っ
た
か
な
ど
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
東
京
滞
在
中
の
東
京
日

記（
６
）な

ど
に
よ
り
分
か
る
範
囲
で
記
し
た
。
し
か
し
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
帰
国
後
そ

の
人
物
が
ど
の
よ
う
な
生
涯
を
送
っ
た
か
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
報
告
す
る

予
定
で
あ
る
。

　
　
　

一　

自
筆
メ
モ
に
つ
い
て

　　

自
筆
メ
モ
は
三
枚
の
用
紙
に
記
さ
れ
て
お
り
、
図
に
そ
の
最
初
の
一
枚
を
示

す
。
図
か
ら
分
か
る
よ
う
に
雑
誌
に
挟
ま
れ
た
よ
う
な
状
態
で
見
出
さ
れ
た
。

メ
モ
は
恐
ら
く
藩
（
県
）
か
ら
学
生
名
簿
の
提
出
を
求
め
ら
れ
た
た
め
の
草
稿

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
メ
モ
が
作
ら
れ
た
時
期
で
あ
る

が
、
福
井
日
記
の
一
八
七
二
年
一
月
一
一
日
に
「
学
校
へ
出
す
学
生
の
名
簿
を

書
い
た
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
の
草
稿
で
は
な
い
か
と
考
え
て
、
そ
れ

を
裏
付
け
る
た
め
に
、
こ
の
メ
モ
に
出
て
い
る
人
物
と
福
井
日
記
中
の
人
物
で

グ
リ
フ
ィ
ス
が
東
京
へ
出
る
以
前
に
横
浜
や
江
戸
に
行
く
な
ど
と
言
っ
て
、
グ

リ
フ
ィ
ス
に
別
れ
の
挨
拶
に
来
た
学
生
を
調
べ
て
み
た
。

　

以
下
に　

学
生
が
グ
リ
フ
ィ
ス
に
別
れ
の
挨
拶
に
来
た
日
付
と
そ
の
人
物
の

姓
を
記
す
。

図　グリフィスの残したメモ（Students）
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グ
リ
フ
ィ
ス
の
残
し
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メ
モ
“Students

”（
学
生
名
簿
）
に
つ
い
て

番号 Student name 学生名 年齢 日記回数 　新居同居日 福井出東京着日
1  Miyanaga 宮永 典常 30 9
2  Misaki 三崎 玉枝 20 10
3  Tosui 今立 吐酔 15 10 1871.10.19 1874.2. 頃出
4  Kono (Higoman)
5  Owta (Hgoman)
6  Ishizuka 石塚 左玄 20 1 1872.1.15 頃出
7  Oshima 大島 淑 20 位 2 同上
8  Watanabe
9  Watanabe Tetsutaro

10  Takase
11  Ninagawa
12  Fukuta
13  Ogawa
14  Kaw-kenji
15  Itagakidera 
16  Awoki 青木 宇佐美 20 位 3
17  Honda 本多 貴一 21 6 1871.9.26
18  Towgo 東郷 六郎 14 位 1
19  Karl 笠原 格 13 16 1871.10.25 1872.5.1 着
20  Mitswoka 三岡 丈夫 14 0 1872.2. 頃出
21  Hayashi
22  Sasaki 佐々木 忠次郎 14 9 1872.6.22 着
23  Kai?u???
24  Motoyama. Small Higo 　　
25  Johan ヨハン 14 位 8 1871.10.20
26  Hirase two brathers 平瀬 作五郎 15 0
26  平瀬 再五郎 14 0
27  Otani 大谷 外蔵 14 位 0 1872.4.12 着
28  Inowuye  Tom 井上 敬二 14 位 0
29  Teda
30  Miura 三浦 14 位 2
31  John ジョン 14 位 1
32  Asano
33  Machimura
34  Ishida 石田 二男雄 14 2 1871.12.21 1872.4.9 着
35  Sasaki nawoichi 佐々木 直一 13 0
36  Inouye german scholor
37  Nakazawa 中沢 岩太 13 1 1872.1.22 出
38  Kobayashi 小林 寿 14 位 0
39  Ioshida
40  Honda Shiroshi
41  Uriu
42  Tsuge
43  Toyoda
44  Saida
45  Yamaguchi
46  Nagasaki
47  Hara
48  Osaki
49  Takahashi
50  Yamanouchi
51  Sasaki 

表　グリフィスのメモ（学生名簿）
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六
十
巻
二
号

　
　
　
　
　
　

日
付　
　
　

人
物
の
姓

一
八
七
一
年
五
月
一
七
日　
　

木
滑

　
　
　
　
　

七
月
一
四
日　
　

木
下

　
　
　
　
　

九
月　

二
日　
　

大
島

　
　
　
　
　

九
月
一
〇
日　
　

松
原
、
粕
谷
、
牧
田
、
出
村
、
野
村

一
八
七
二
年
一
月
一
二
日　
　

片
岡
、
山
田

　
　
　
　
　

一
月
一
五
日　
　

大
島
、
石
塚

　
　
　
　
（
山
下
の
福
井
日
記
に
記
さ
れ
た
人
名
を
そ
の
ま
ま
記
し
た
）

　

こ
こ
で
、
大
島
姓
が
二
人
い
る
が　

先
の
大
島
に
つ
い
て
日
記
で
は
「
大
島

が
さ
よ
う
な
ら
を
言
い
に
来
た
。
大
学
南
校
で
一
年
間
勉
強
す
る
た
め
に
東
京

に
行
く
か
ら
で
あ
る
」
と
あ
り
、
後
者
と
は
別
人
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

後
述
の
メ
モ
に
出
て
く
る
人
物
と
比
べ
て
み
る
と
、
一
月
一
五
日
の
大
島
と

石
塚
を
除
く
、
す
べ
て
の
人
物
の
名
前
は
メ
モ
に
は
な
い
。
な
お
、
一
月
一
二
日

の
二
人
の
名
前
も
メ
モ
に
な
く
て
も
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
草
稿
を
書

く
時
点
で
二
人
が
東
京
に
行
く
こ
と
知
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、

こ
の
日
、
片
岡
に
静
岡
の
ク
ラ
ー
ク
へ
の
手
紙
を
渡
し
て
い
る
こ
と
が
日
記
に

記
さ
れ
て
お
り
、
前
も
っ
て
手
紙
を
用
意
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
よ
り
、
こ
の
メ
モ
が
作
ら
れ
た
の
は
一
八
七
二
年
の
一
月
上
旬

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

二　

メ
モ
の
学
生
の
同
定

　

学
生
の
同
定
の
た
め
、
メ
モ
に
記
さ
れ
て
い
る
順
に
筆
者
が
番
号
付
け
し
て

作
成
し
た
の
が
表
で
あ
る
。

　

こ
の
表
で
は
、
同
定
に
取
り
上
げ
た
人
物
は
、
そ
の
人
物
の
メ
モ
に
書
か
れ

た
翻
刻
、
同
定
出
来
た
場
合
は
日
本
名
、
年
齢
（
一
八
七
一
年
に
お
け
る
満
年

齢
）、
日
記
に
出
て
く
る
場
合
は
そ
の
回
数
、
新
居
に
同
居
し
た
日
付
、
そ
し

て
東
京
に
行
っ
た
日
付
（
福
井
出
：
福
井
日
記
に
よ
る
）
東
京
着
の
日
付
（
東

京
着
：
東
京
日
記
に
よ
る
）
を
分
か
る
範
囲
で
記
し
た
。
即
ち
、
英
文
の
み
し

か
記
さ
れ
て
い
な
い
学
生
は
現
在
同
定
が
出
来
て
い
な
い
人
で
あ
る
。

　

な
お
、
日
記
に
五
回
以
上
出
て
き
て　

す
で
に
先
の
「
福
井
人
の
同
定
」
で

同
定
さ
れ
て
い
る
学
生
に
つ
い
て
は
、
そ
の
旨
を
記
し
て
簡
略
化
し
て
い
る
。

な
お
、
日
記
に
出
て
く
る
場
合
に
は
、
全
て
の
学
生
に
つ
い
て
、
グ
リ
フ
ィ
ス

と
の
当
時
の
関
連
を
知
る
た
め
に
日
記
の
内
容
を
記
す
こ
と
に
し
た
。

　

以
下
に
同
定
が
出
来
た
学
生
に
つ
い
て
表
の
番
号
順
に
記
す
。

（
１
）
宮
永

　

こ
の
学
生
は
、
日
記
に
九
回
出
て
き
て
お
り
、
す
で
に
「
福
井
人
の
同
定
」

で
宮
永
典
常
と
同
定
し
た
。
日
記
に
見
ら
れ
る　

宮
永
に
関
す
る
日
付
と
そ
の

内
容
を
以
下
に
記
す
。

①
一
八
七
一
年　

九
月　

六
日　

�

宮
永
と
三
人
の
少
年
に
二
時
か
ら
四
時
ま
で

教
え
た
。

②
一
八
七
一
年
一
〇
月　

四
日　

午
後
、
宮
永
と
四
人
の
少
年
に
教
え
た
。　

③
一
八
七
一
年
一
一
月
二
八
日　

通
訳
に
本
多
と
宮
永
が
選
ば
れ
た
。

④
一
八
七
一
年
一
二
月　

九
日　

�

夕
食
後
、
九
時
ま
で
宮
永
、
三
崎
、
青
木
、

大
島
が
ド
イ
ツ
語
化
学
を
読
ん
だ
。

⑤
一
八
七
二
年　

一
月　

二
日　

�

夕
食
後
、
有
機
授
業
そ
の
後
宮
永
と
キ
リ
ス
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沖　

グ
リ
フ
ィ
ス
の
残
し
た
メ
モ
“Students

”（
学
生
名
簿
）
に
つ
い
て

ト
教
に
つ
い
て
長
い
こ
と
話
を
し
て
お
も
し

ろ
か
っ
た
。

⑥
一
八
七
二
年　

一
月　

三
日　

夜
、
三
崎
と
宮
永
と
ド
イ
ツ
語
を
読
ん
だ
。

⑦
一
八
七
二
年　

一
月
一
〇
日　

�

夜
、
宮
永
と
三
崎
が
遊
び
に
来
た
。
江
戸
に

行
く
こ
と
に
つ
い
て
九
時
半
ま
で
彼
ら
と
話

し
た
。

⑧
一
八
七
二
年　

一
月
一
四
日　

桑
原
と
宮
永
が
訪
ね
て
来
た
。

⑨
一
八
七
二
年　

一
月
一
八
日　

夜
、
宮
永
が
訪
ね
て
来
た
。

　

上
記
の
日
記
の
内
容
と
先
の
表
に
記
し
た
宮
永
の
年
齢
な
ど
か
ら
両
者
の
関

係
を
考
え
る
。
宮
永
の
年
齢
は
グ
リ
フ
ィ
ス
よ
り
年
上
で
あ
り
、
日
記
の
③
で

は
通
訳
（
翻
訳
方
）
に
選
ば
れ
て
い
て
、
明
ら
か
に
通
常
の
明
新
館
の
中
学
生

と
は
異
な
る
。
し
か
し
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が
宮
永
を
学
生
と
し
て
こ
こ
に
記
し
て

い
る
の
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
次
の
学
生
に
関
す
る
事
か
ら
裏
付
け
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
私
の
学
生
は
「
数
年
も
蘭
書
を
易
々
と
読
ん
で
い
る
有
望
な
外
科
医

か
ら
髷
を
結
っ
た
快
活
な
目
の
一
四
歳
の
生
徒
ま
で
…
」

（
７
）

と
記
し
て
い
る
。
こ

こ
で
言
う
有
望
な
外
科
医
は
、
緒
方
洪
庵
の
適
塾
、
そ
の
後
長
崎
で
ポ
ン
ペ
か

ら
医
学
を
学
ん
で
お
り
、
ド
イ
ツ
語
も
す
こ
し
読
め
た
宮
永
典
常
を
指
す
と
考

え
て
間
違
い
な
い
。

　

宮
永
は
、「
福
井
人
の
同
定
」
の
宮
永
の
項
で
記
し
た
よ
う
に
、
明
治
三
年

一
二
月
に
は
明
新
館
の
準
二
等
教
授
に
な
っ
て
お
り
、
日
記
の
①
②
は
午
後
に

宮
永
の
教
え
子
で
あ
る
少
年
た
ち
と
特
別
に
グ
リ
フ
ィ
ス
に
英
語
か
化
学
な
ど

を
習
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
③
は
グ
リ
フ
ィ
ス
の
講
義
録
を
つ
く
る
た
め
の
翻

訳
方
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
が
、
そ
の
任
は
す
ぐ
に
門
野
に
変

わ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。④
以
降
は
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
に
分
け
ら
れ
る
。

一
つ
は
④
⑥
で
、
ド
イ
ツ
語
の
本
を
ド
イ
ツ
語
で
輪
講
形
式
で
読
ん
で
い
た
こ

と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
二
つ
目
は
⑤
⑦
⑨
で
、
宮
永
が
グ
リ
フ
ィ
ス
の
話
し
相

手
を
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
こ
れ
は
三
岡
八
郎
、橋
本
綱
維
、佐
々

木
権
六
と
い
っ
た
人
達
が
廃
藩
置
県
後
に
東
京
に
出
て
行
き
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が

よ
く
家
を
訪
ね
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
語
り
あ
っ
た
人
達
が
い
な
く
な
り
、
そ

の
代
わ
り
と
し
て
宮
永
が
話
し
相
手
を
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
宮
永
は
グ
リ
フ
ィ
ス
よ
り
二
歳
年
上
で
も
あ
り
、
単
な

る
先
生
と
生
徒
と
い
う
よ
り
、
お
互
い
に
認
め
あ
っ
た
よ
り
緊
密
な
関
係
に

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
２
）
三
崎

　

日
記
中
の
三
崎
に
つ
い
て
は
一
〇
回
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
福
井
人
の
同

定
」
で
の
三
崎
玉
枝
と
の
同
定
し
て
い
る
。
そ
の
詳
細
は
筆
者
が
「
グ
リ
フ
ィ

ス
の
福
井
日
記
の
“Misaki

”（
三
崎
）
は
誰
か
？
」（

３
）と

い
う
論
考
で
、
従
来
、

三
崎
嘯
輔
（
宗
玄
）
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、三
崎
玉
枝
（
第
一
四
代
三
崎
玉
雲
）

の
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
報
告
し
た
。
そ
の
結
果
、
メ
モ
の
三
崎
も
三
崎
玉
枝

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
日
記
に
み
ら
れ
る
三
崎
に
関
す
る
日
付
と
そ
の
内
容

を
以
下
に
記
す
。

①
一
八
七
一
年　

五
月　

八
日　

�

今
日
、
三
崎
に
つ
い
て
ド
イ
ツ
語
を
勉
強
す

る
少
年
を
一
五
人
選
ん
だ

②
一
八
七
一
年
一
二
月　

九
日　

�

夕
食
後
、
宮
永
、
三
崎
、
青
木
、
大
島
が
ド

イ
ツ
語
化
学
を
読
ん
だ
。

③
一
八
七
一
年
一
二
月
一
八
日　

三
崎
と
ド
イ
ツ
語
を
読
ん
だ
。
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巻
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④
一
八
七
一
年
一
二
月
一
九
日　

�

三
崎
と
四
時
か
ら
五
時
ま
で
ド
イ
ツ
語
を
読

ん
だ
。

⑤
一
八
七
一
年
一
二
月
二
〇
日　

�

三
崎
、
青
木
と
ド
イ
ツ
語
を
読
ん
だ
。

⑥
一
八
七
一
年
一
二
月
三
〇
日　

�

岩
淵
、
三
崎
、
少
年
達
が
階
下
で
火
鉢
を
囲

ん
で
楽
し
そ
う
。

⑦
一
八
七
二
年　

一
月　

三
日　

夜
、
三
崎
と
宮
永
と
ド
イ
ツ
語
を
読
ん
だ
。

⑧
一
八
七
二
年　

一
月　

六
日　

�

夜
、
青
木
と
三
崎
と
一
緒
に
ド
イ
ツ
有
機
化

学
を
読
ん
だ
。

⑨
一
八
七
二
年　

一
月
一
〇
日　

宮
永
と
三
崎
が
遊
び
に
来
た
。

⑩
一
八
七
二
年　

一
月
一
九
日　

�

三
崎
か
ら
非
常
に
美
し
い
模
様
紙
を
も
ら
っ

た
。

　

こ
の
日
記
の
内
容
で
①
の
五
月
八
日
だ
け
が
、
少
年
に
ド
イ
ツ
語
を
教
え
る

と
い
う
教
師
と
い
う
内
容
で
、そ
れ
以
後
に
そ
の
内
容
に
関
す
る
も
の
は
な
い
。

し
か
し
、
姉
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
宛
て
の
手
紙
（
七
月
二
二
日
付
）
の
中
で
「
三

崎
が
教
え
て
い
る
一
五
人
の
ぼ
く
の
少
年
は
み
な
優
秀
だ
」
と
記
し
、
五
月
以

降
も
三
崎
が
少
年
に
ド
イ
ツ
語
を
教
え
て
い
た
こ
と
は
分
か
る
。

　

一
方
、
約
七
カ
月
後
の
②
の
一
二
月
九
日
以
降
、
⑩
の
一
月
一
九
日
ま
で
の

九
回
の
内
で
、
三
回
（
⑥
⑨
⑩
）
を
除
い
て
す
べ
て
ド
イ
ツ
語
を
読
む
と
い
う

内
容
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
二
月
一
日
の
日
記
に
「
荷
物
の
中
に
ド
イ
ツ
語
の
本

が
入
っ
て
い
た
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
に
本
格
的
な
ド
イ
ツ
語
の
化
学

書
が
入
手
で
き
た
の
で
、そ
れ
ら
の
本
を
読
む
こ
と
に
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
一
緒
に
読
ん
だ
人
達
は
、
姉
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
宛
て
の
手
紙
（
三
月

二
六
日
付
）
で
「
医
学
生
の
六
人
の
組
に
週
三
回
ド
イ
ツ
語
を
教
え
る
」
と
記

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
以
前
か
ら
グ
リ
フ
ィ
ス
に
ド
イ
ツ
語
を
習
っ
て
い
た
人

達
で
、
医
学
や
薬
学
な
ど
医
学
関
係
者
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
先
に
記
し
た
医

者
で
あ
る
宮
永
が
居
る
こ
と
も
納
得
で
き
る
。

　

な
お
、
①
の
関
係
で
、
三
崎
玉
枝
が
ド
イ
ツ
語
を
誰
に
何
時
習
っ
た
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
、こ
の
点
に
関
し
て
三
崎
家
の
方
に
問
い
合
わ
せ
を
し
た
が
、

玉
枝
が
ド
イ
ツ
語
を
習
っ
た
こ
と
が
分
か
る
よ
う
な
史
料
は
現
在
当
家
に
は
残

さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
上
記
の
玉
枝
が
六
人
の
医
学
生
の
内
の
一
人
で
、

ま
だ
若
く
て
グ
リ
フ
ィ
ス
の
手
伝
い
を
出
来
る
立
場
に
い
た
の
で
な
い
か
と
思

わ
れ
る
が
、
断
定
は
出
来
な
い
。
し
か
し
、
表
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
玉
枝
は

当
時
二
〇
歳
で
あ
り
、ま
だ
三
崎
家
の
当
主
を
継
い
で
は
い
な
い
し
、グ
リ
フ
ィ

ス
は
教
え
子
の
中
か
ら
助
手
的
な
人
を
選
ん
で
い
る
か
ら
。
上
記
の
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス
と
玉
枝
の
関
係
は
単
な
る
先
生
と
学
生
と
い
う
よ

り
む
し
ろ
助
手
的
な
関
係
で
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

（
３
）
ト
ス
イ
（
今
立
吐
酔
）

　

ト
ス
イ
の
名
は
日
記
に
一
〇
回
出
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で「
福
井
人
の
同
定
」

の
今
立
吐
酔
の
項
で
、
す
で
に
ト
ス
イ
が
今
立
吐
酔
で
あ
る
こ
と
を
同
定
し
て

い
る
。
日
記
に
見
ら
れ
る
ト
ス
イ
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

①
一
八
七
一
年
一
〇
月
一
三
日　

�

吐
酔
が
僧
の
職
を
や
め
て　

私
の
家
に
来
る

こ
と
に
な
っ
た
。

②
一
八
七
一
年
一
〇
月
一
九
日　

�

今
日
か
ら
吐
酔
が　

私
の
家
に
住
む
た
め
に

や
っ
て
き
た

③
一
八
七
一
年
一
〇
月
二
二
日　

�

大
岩
、
吐
酔
、
中
野
と
マ
タ
イ
伝
五
章
を
読
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沖　

グ
リ
フ
ィ
ス
の
残
し
た
メ
モ
“Students

”（
学
生
名
簿
）
に
つ
い
て

ん
だ
。

④
一
八
七
一
年
一
〇
月
二
五
日　

�

中
野
、
大
岩
、
吐
酔
、
岩
淵
と
佐
々
木
の
家

に
行
っ
た
。

⑤
一
八
七
一
年
一
〇
月
二
九
日　

�

カ
ー
ル
、
吐
酔
、
大
岩
、
中
野
と
マ
タ
イ
伝

六
章
を
読
ん
だ
。

⑥
一
八
七
一
年
一
一
月
二
六
日　

吐
酔
が
里
帰
り
し
た

⑦
一
八
七
一
年
一
二
月
一
〇
日　

吐
酔
、大
岩
、肥
後
と
『
新
約
聖
書
』
を
読
む
。

⑧
一
八
七
一
年
一
二
月
二
四
日　

�
中
野
、
吐
酔
、
大
岩
と
イ
エ
ス
の
た
と
え
話

を
読
ん
だ
。

⑨
一
八
七
二
年　

一
月　

七
日　

中
野
、
大
岩
、
吐
酔
と
大
き
な
寺
へ
行
っ
た
。

⑩
一
八
七
二
年　

一
月
一
四
日　

吐
酔
は
里
帰
り
。

　

吐
酔
の
名
が
日
記
に
み
ら
れ
る
の
は
、上
記
の
一
〇
回
で
あ
る
が
、グ
リ
フ
ィ

ス
が
吐
酔
に
対
し
て
、こ
の
日
記
の
①
の
内
容
か
ら
そ
れ
以
前
に
僧
を
や
め
て
、

グ
リ
フ
ィ
ス
の
新
居
が
出
来
た
時
に
は
同
居
す
る
よ
う
に
話
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
姉
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
宛
て
の
手
紙
（
一
八
七
一
年
一
〇
月
二
八

日
付
）「
…
も
う
一
つ
の
部
屋
に
笠
原
（
カ
ー
ル
と
呼
ぶ
）、
本
山
、
吐
酔
が
居

る
。
…
吐
酔
は
驚
く
ほ
ど
頭
の
い
い
わ
ず
か
一
五
歳
の
少
女
の
よ
う
に
お
と
な

し
く
ダ
イ
ヤ
の
よ
う
に
輝
く
美
し
い
少
年
だ
。
吐
酔
は
仏
語
、
英
語
、
化
学
を

学
ん
で
い
て
、
ぼ
く
が
前
に
教
え
て
い
た
仏
語
の
組
の
少
年
を
教
え
る
。
僧
職

に
あ
っ
た
が
辞
め
る
よ
う
に
と
の
懇
願
に
、
長
い
間
否
定
の
返
事
を
し
て
い
た

が
、
つ
い
に
金
刺
繍
の
襟
を
外
し
ク
レ
ー
プ
の
長
い
法
衣
を
た
た
ん
で
僧
職
を

断
念
し
た
」
と
記
し
て
い
る
。

　

そ
れ
以
後
の
内
容
も
、キ
リ
ス
ト
関
係
の
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
。グ
リ
フ
ィ

ス
は
そ
の
能
力
の
高
さ
も
非
常
に
買
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
キ
リ
ス
ト
教

の
伝
道
と
い
う
点
か
ら
、
僧
籍
に
あ
る
吐
酔
を
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
さ
せ
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

吐
酔
が
グ
リ
フ
ィ
ス
の
米
国
帰
国
時
に
同
行
し
た
こ
と
や
、
そ
こ
で
も
改
宗

の
問
題
が
こ
じ
れ
て
グ
リ
フ
ィ
ス
に
学
費
の
援
助
を
打
ち
切
ら
れ
た
こ
と
な
ど

が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
原
因
と
な
る
グ
リ
フ
ィ
ス
と
吐
酔
の
思
い
の
違
い

は
福
井
時
代
か
ら
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
吐

酔
が
改
宗
し
た
と
思
っ
て
い
た
が
、
吐
酔
に
は
そ
の
意
思
は
生
涯
な
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

（
６
）
石
塚

　

日
記
に
石
塚
の
名
が
出
て
く
る
の
は
一
回
だ
け
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
以
下
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

①
一
八
七
二
年　

一
月
一
五
日　

�

大
島
と
石
塚
が
近
く
江
戸
へ
行
く
の
で
、
化

学
所
の
授
業
が
小
人
数
に
な
っ
た
。

　

す
な
わ
ち
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が
東
京
に
移
る
前
に
、
こ
の
二
人
の
学
生
は
東
京

に
出
掛
け
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

石
塚
に
つ
い
て
は
『
食
育
の
祖　

石
塚
左
玄
物
語
』（

８
）

と
い
う
伝
記
が
あ

り
、
そ
の
中
に
左
玄
の
主
要
略
歴
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
「
明
治
四
年

（
一
八
七
一
）
泉
病
院
、
診
察
方
調
合
方
勤
務
、
グ
リ
フ
ィ
ス
に
学
ぶ
」
と
あ
り
、

同
書
の
本
文
で「
左
玄
は 

昼
間
は
病
院
で
働
き
、夜
は
グ
リ
フ
ィ
ス
を
訪
ね
て
、

保
健
学
や
化
学
を
習
っ
て
い
ま
す
。
…
グ
リ
フ
ィ
ス
が
南
校
の
教
授
に
な
る
や

グ
リ
フ
ィ
ス
の
助
手
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
」
と
あ
る
。
な
お
、『
福
井
県
医
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学
史
』
の
明
治
四
年
の
「
病
院
班
次
」（

９
）に

よ
る
と
、石
塚
が
泉
病
院
で
診
察
方
、

調
合
方
上
組
と
あ
る
こ
と
は
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
東
京
日
記
の
一
八
七
二
年

四
月
二
四
日
に
「
石
塚
に
英
語
を
教
え
始
め
る
」
と
い
う
こ
と
も
記
さ
れ
て
い

る
。
以
上
の
事
か
ら
、
こ
の
メ
モ
の
石
塚
は
石
塚
左
玄
と
同
定
し
た
。

　

な
お
、
石
塚
は
職
業
に
つ
い
て
お
り
、
表
か
ら
分
か
る
よ
う
に
年
齢
も
二
〇

歳
と
高
く
、
先
の
宮
永
や
三
崎
な
ど
と
同
様
に
医
学
関
係
の
一
人
と
し
て
グ
リ

フ
ィ
ス
と
接
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
日
記
に
は
上
記
の
一
回
し
か

名
が
な
く
、
二
人
の
交
流
関
係
は
日
記
か
ら
だ
け
で
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。

（
７
）
大
島

　

日
記
に
は
、
大
島
姓
は
二
回
し
か
出
て
い
な
い
の
で
同
定
が
必
要
で
あ
る
。

①
一
八
七
一
年
一
二
月　

九
日　

�

宮
永
、
三
崎
、
青
木
、
大
島
が
ド
イ
ツ
語
化

学
を
読
ん
だ
。

②
一
八
七
二
年　

一
月
一
五
日　

�

大
島
と
石
塚
が
近
く
江
戸
に
行
く
、
化
学
所

の
授
業
は
少
人
数
に
な
っ
た
。

　

②
は
先
の
石
塚
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
両
者
の
関
係
を
調
べ
た
と

こ
ろ
、
明
治
四
年
の
「
病
院
班
次
」
を
見
る
と
、
大
島
も
泉
病
院
の
「
診
察
方
、

調
合
方
手
伝
い
下
級
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
二
人
は
同
じ
病
院
に
勤
め
、
石

塚
が
大
島
の
上
司
と
い
う
関
係
に
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
。
そ
の
た
め
二

人
が
一
緒
に
上
京
し
よ
う
と
考
え
て
も
お
か
し
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
日
記
の
①
に
記
さ
れ
て
い
る
四
人
の
内
、
青
木
を
除
く
三
人
は
、
筆

者
が
「
グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
日
記
の
“Misaki

（
三
崎
）”
は
誰
か
？
」
の
中
で

記
し
た
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
手
帳
の
裏
表
紙
の
裏
に
フ
ル
ネ
ー
ム
が
記
さ
れ
て
い

る
人
物
中
で
、
宮
永
は
宮
永
典
常
、
三
崎
は
三
崎
玉
枝
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

大
島
は
大
島
淑
（
き
よ
し
）
で
あ
る
と
同
定
し
た
。
大
島
も
医
学
関
係
者
の
一

人
と
し
て
グ
リ
フ
ィ
ス
と
接
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
16
）
青
木

　

青
木
と
い
う
姓
は
日
記
に
三
回
し
か
出
な
い
の
で
、
同
定
が
必
要
で
あ
る
。

①
一
八
七
一
年
一
二
月　

九
日　

�

夕
食
後
、
宮
永　

三
崎
、
青
木
、
大
島
が
ド

イ
ツ
語
化
学
を
読
ん
だ
。

②
一
八
七
一
年
一
二
月
二
〇
日　

三
崎
、
青
木
と
ド
イ
ツ
語
を
読
ん
だ
。

③
一
八
七
二
年　

一
月　

六
日　

�

夜
、
青
木
と
三
崎
と
一
緒
に
ド
イ
ツ
有
機
化

学
を
読
ん
だ
。

　

い
ず
れ
も
三
崎
と
一
緒
に
ド
イ
ツ
語
を
読
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
青

木
も
三
崎
や
大
島
な
ど
と
同
じ
医
学
関
係
者
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
姓

だ
け
で
名
の
方
は
ど
こ
に
も
出
て
い
な
い
。
明
治
四
年
の
「
病
院
班
次
」
を
見

る
と
「
旭
病
院　

調
合　

中
級　

青
木
宇
佐
美
」
と
い
う
名
前
を
見
出
し
た
。

三
崎
は
「
病
院
班
次
」
に
名
前
は
な
い
が
、『
子
弟
輩
』（
松
平
文
庫
九
二
二
）

に
「
玉
樹
養
子
三
崎
玉
枝
、
一
八
歳
、
明
治
三
年
調
合
方
手
伝
い
」
と
あ
り
、

ど
こ
の
病
院
か
は
分
か
ら
な
い
が
調
合
方
手
伝
い
を
し
て
い
た
こ
と
が
は
っ
き

り
し
て
い
る
。
三
崎
は
明
治
四
年
に
は
グ
リ
フ
ィ
ス
の
手
伝
い
を
す
る
こ
と
も

あ
り
、
病
院
の
調
合
手
伝
い
を
や
め
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、「
病
院
班
次
」

に
は
玉
枝
の
名
前
は
ど
こ
に
も
無
い
。

　

上
記
の
よ
う
に
、
大
島
も
病
院
は
違
う
が
調
合
方
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら　

こ
れ
ら
の
人
達
は
知
り
合
い
で
、
一
緒
に
グ
リ
フ
ィ
ス
に
ド
イ
ツ
語
を
習
っ
て

い
て
も
お
か
し
く
な
い
。
そ
の
た
め
青
木
は
、
こ
の
青
木
宇
佐
美
で
あ
る
可
能

性
が
高
い
と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
姓
だ
け
で
名
の
方
が
ど
こ
に
も
出
て
い
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沖　

グ
リ
フ
ィ
ス
の
残
し
た
メ
モ
“Students

”（
学
生
名
簿
）
に
つ
い
て

な
い
し
、
年
齢
も
分
か
ら
な
い
の
で
断
定
は
で
き
な
い
。

（
17
）
本
多

　

本
多
姓
の
人
物
は
、
福
井
日
記
中
に
三
人
い
る
こ
と
は
「
福
井
人
の
同
定
」

に
記
し
た
。
す
な
わ
ち
、
本
多
修
理
、
本
多
貴
一
と
本
多
鼎
介
で
あ
る
。
こ
の

う
ち
修
理
は
貴
一
の
父
親
で
あ
り
、鼎
介
は
姉
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
宛
て（
一
八
七
一

年
一
二
月
三
日
頃
）
の
手
紙
で
「
日
本
語
の
慣
用
語
句
、
語
源
を
専
門
に
し
て

い
る
こ
と
で
有
名
で
、
外
国
語
の
科
学
用
語
を
そ
れ
に
相
当
す
る
能
力
が
あ
る

そ
う
だ
」
と
記
し
て
、
講
義
の
日
本
語
訳
を
作
る
た
め
の
通
訳
（
翻
訳
方
）
に

宮
永
と
一
緒
に
選
ば
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
年
齢
も
三
〇
歳
で
あ
り
、
日

本
語
の
専
門
家
と
い
う
事
で
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
学
生
と
は
考
え
に
く
い
。
残
り

の
一
人
で
あ
る
貴
一
（
勝
三
郎
）
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
新
居

に
同
居
を
し
て
お
り
、
学
生
と
グ
リ
フ
ィ
ス
が
言
う
本
多
は
本
多
貴
一
と
同
定

し
た
。
貴
一
は
日
記
に
は
六
回
出
て
く
る
。

①
一
八
七
一
年
八
月
二
八
日　

�

午
後
、
東
京
か
ら
本
多
が
帰
っ
て
き
て
遊
び
に

来
た
。

②
一
八
七
一
年
九
月
二
四
日　

九
時
か
ら
一
二
時
ま
で
本
多
と
散
歩
を
し
た
。

③
一
八
七
一
年
九
月
二
六
日　

今
日
、
本
多
が
来
た
（
新
居
に
同
居
）。

④
一
八
七
一
年
九
月
二
七
日　

大
岩
、
中
野
、
本
多
と
化
学
の
本
を
読
ん
だ
。

⑤
一
八
七
二
年
一
月
一
三
日　

�

本
多
と
化
学
所
に
行
き
、
マ
ッ
チ
の
作
り
方
を

教
え
た
。

⑥
一
八
七
二
年
一
月
二
二
日　

�

佐
々
木
、
岩
淵
、
本
多
ら
が
府
中
ま
で
同
行
し

た
。

　

明
治
二
年
、
貴
一
は
沼
津
兵
学
校
に
出
掛
け
、
翌
年
か
ら
東
京
で
フ
ル
ベ
ッ

キ
に
つ
い
て
英
語
を
学
ん
で
い
て
、
①
八
月
二
八
日
に
福
井
に
帰
り
、
③
九
月

二
六
日
か
ら
新
居
に
同
居
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、学
生
で
は
あ
る
が
、

経
歴
な
ど
か
ら
、
新
居
で
は
大
岩
、
中
野
と
同
室
し
て
お
り
、
⑤
の
マ
ッ
チ
の

作
り
を
教
え
た
り
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
助
手
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
日
記
か
ら
は
、
貴
一
は
同
居
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
グ
リ
フ
ィ

ス
が
新
居
で
日
曜
に
行
っ
て
い
た
聖
書
を
読
ん
だ
り
、
讃
美
歌
を
歌
う
と
い
う

よ
う
な
キ
リ
ス
ト
関
係
の
集
ま
り
に
は
出
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
18
）
東
郷

　

日
記
中
に
東
郷
と
い
う
姓
が
で
て
く
る
の
は
、
一
回
で
あ
り
、
同
定
が
必
要

で
あ
る
。

①
一
八
七
一
年
一
〇
月
一
三
日　

東
郷
少
年
が
夕
食
に
来
た
。

　

東
郷
に
関
し
て
は
姉
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
宛
て
の
手
紙
に
も
何
も
記
さ
れ
て
な

い
。
そ
の
た
め
、
東
郷
の
同
定
は
難
し
い
が
以
下
の
よ
う
に
考
え
た
。

　

日
記
の
三
月
九
日
の
と
こ
ろ
で
、山
下
は
佐
々
木
の
息
子
（
佐
々
木
忠
次
郎
）

の
注
に
「
春
嶽
か
ら
明
治
二
年
語
学
伝
習
生
の
辞
令
を
受
け
た
」
と
し
、
一
緒

に
学
ん
だ
も
の
と
し
て
、
松
原
多
久
馬
、
笠
原
格
、
東
郷
六
郎
、
大
谷
外
蔵
、

石
田
二
男
雄
、
三
岡
丈
夫
、
井
上
敬
二
を
あ
げ
、
い
ず
れ
も
み
な
グ
リ
フ
ィ
ス

の
生
徒
に
な
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
内
の
松
原
を
除
き
、
す
べ
て
姓
が
学

生
名
簿
に
出
て
く
る
こ
と
、
ま
た
こ
の
時
こ
れ
ら
の
人
達
は
少
年
と
呼
ば
れ
る

年
齢
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と
よ
り
、
日
記
に
出
て
く
る
東
郷

少
年
と
学
生
名
簿
に
あ
る
「T

ow
go

」
は
同
一
人
物
で
あ
り
、
東
郷
六
郎
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
て
い
る
が
、
断
定
は
で
き
な
い
。
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土
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六
十
巻
二
号

（
19
）
カ
ー
ル
（
笠
原
）

　

カ
ー
ル
と
い
う
呼
び
名
は
日
記
に
一
六
回
出
て
き
て
お
り
、「
福
井
人
の
同

定
」
の
カ
ー
ル
（
笠
原
）
の
項
で
、
笠
原
格
（
笠
原
白
翁
の
四
男
）
で
あ
る
こ

と
を
同
定
し
た
。
こ
こ
で
は
日
記
に
お
け
る
グ
リ
フ
ィ
ス
と
カ
ー
ル
の
関
係
を

見
る
こ
と
に
す
る
。

①
一
八
七
一
年　

七
月　

一
日　

�

山
田
、
カ
ー
ル
、
ヨ
ハ
ン
が
私
の
部
屋
に
き

た
。

②
一
八
七
一
年　

七
月　

二
日　

�
カ
ー
ル
と
彼
の
妹
と
大
谷
の
子
供
が
遊
び
に

来
た
。

③
一
八
七
一
年　

七
月
一
四
日　

午
後
、
カ
ー
ル
と
佐
々
木
に
教
え
た
。

④
一
八
七
一
年　

七
月
一
六
日　

朝
、
カ
ー
ル
と
妹
た
ち
が
訪
ね
て
来
た
。

⑤
一
八
七
一
年　

七
月
三
〇
日　

�

カ
ー
ル
と
妹
た
ち
が
遊
び
に
来
た
。
か
わ
い

い
三
人
姉
妹
。

⑥
一
八
七
一
年　

八
月
一
四
日　

カ
ー
ル
と
佐
々
木
に
教
え
た
。

⑦
一
八
七
一
年　

八
月
二
〇
日　

朝
、
カ
ー
ル
と
妹
た
ち
が
遊
び
に
来
た
。

⑧
一
八
七
一
年　

九
月
一
〇
日　

朝
、
カ
ー
ル
と
妹
た
ち
が
遊
び
に
来
た
。

⑨
一
八
七
一
年
一
〇
月　

四
日　

夜
、
カ
ー
ル
が
一
緒
に
い
た
。

⑩
一
八
七
一
年
一
〇
月
一
二
日　

午
後
、
カ
ー
ル
と
散
歩
を
し
た
。

⑪
一
八
七
一
年
一
〇
月
二
五
日　

�

カ
ー
ル
が
今
日
か
ら
私
の
家
に
住
む
た
め
に

来
た
。

⑫
一
八
七
一
年
一
〇
月
二
九
日　

�

カ
ー
ル
、
吐
酔
、
大
岩
、
中
野
と
マ
タ
イ
伝

六
章
を
読
む
。

⑬
一
八
七
一
年
一
一
月
二
六
日　

�

日
暮
れ
に
カ
ー
ル
と
古
城
ま
で
散
歩
を
し
た
。

⑭
一
八
七
一
年
一
二
月
一
〇
日　

�

カ
ー
ル
、
吐
酔
、
本
山
と
讃
美
歌
百
三
と

百
四
番
を
歌
っ
た
。

⑮
一
八
七
二
年　

一
月　

六
日　

�

授
業
の
後
、
カ
ー
ル
と
三
浦
と
長
い
こ
と
散

歩
を
し
た
。

⑯
一
八
七
一
年　

一
月
一
二
日　

�

夜
、
カ
ー
ル
、
石
田
、
ジ
ョ
ン
と
相
撲
を
と

り
、
私
が
勝
。

　

カ
ー
ル
の
妹
た
ち
と
あ
る
の
は
、「
福
井
人
の
同
定
」
に
記
し
た
よ
う
に
、

兄
で
あ
る
浜
人
の
娘
で
あ
る
が
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
カ
ー
ル
の
妹
と
思
っ
て
い
た

の
で
、そ
の
よ
う
に
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
カ
ー
ル
の
家
（
笠
原
白
翁
の
家
）

は
当
時
浜
町
に
あ
り
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
旧
邸
に
近
い
の
で
、
カ
ー
ル
は
い
と
こ

達
を
つ
れ
て
遊
び
に
行
っ
て
い
る
ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景
が
読
み
取
れ
る
。
③
と

⑥
に
あ
る
佐
々
木
は
佐
々
木
忠
次
郎
で
、
放
課
後
に
一
緒
に
英
語
を
な
ら
っ
て

い
た
こ
と
指
す
。
た
だ
し
、
カ
ー
ル
が
新
居
に
同
居
し
て
か
ら
は
、
い
と
こ
達

が
新
居
を
訪
ね
る
こ
と
は
な
く
な
っ
て
お
り
、
日
曜
日
に
は
キ
リ
ス
ト
教
関
係

の
こ
と
に
も
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

な
お
、
東
京
で
撮
ら
れ
た
グ
リ
フ
ィ
ス
と
福
井
時
代
の
生
徒
た
ち
の
写
真

の
裏
に
あ
る
カ
ー
ル
の
注
に
は
「Carl, m

y pet, N
ow

 K
asahara of K

obe, 

1917

」
と
あ
り
、
福
井
滞
在
時
の
グ
リ
フ
ィ
ス
が
カ
ー
ル
を
非
常
に
可
愛
が
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
20
）
三
岡

　

グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
日
記
中
で
三
岡
の
姓
は
一
六
回
出
て
く
る
が
、「
福
井

人
の
同
定
」
で
す
べ
て
三
岡
八
郎
（
由
利
公
正
）
で
あ
る
と
記
し
た
。
よ
っ
て

日
記
中
の
三
岡
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
学
生
で
は
な
い
と
言
え
る
。
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沖　

グ
リ
フ
ィ
ス
の
残
し
た
メ
モ
“Students

”（
学
生
名
簿
）
に
つ
い
て

　

し
か
し
、
三
岡
八
郎
の
長
男
に
三
岡
丈
夫
が
い
る
。
丈
夫
は
（
18
）
の
東
郷

の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
佐
々
木
忠
次
郎
ら
と
一
緒
に
明
治
二
年
春
嶽
よ
り
語

学
伝
習
生
に
任
命
さ
れ
て
お
り
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
生
徒
と
考
え
て
よ
い
。
日
記

に
は
名
前
が
出
て
こ
な
い
が
、
姉
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
宛
て
の
手
紙
（
一
八
七
一

年
四
月
二
八
日
付
）
に
「
僕
は
三
岡
さ
ん
の
若
い
息
子
を
ジ
ョ
ー
ン
ズ
と
名
付

け
て
呼
ぶ
」
と
あ
り
、
三
岡
の
家
に
も
何
度
も
行
っ
て
お
り
丈
夫
と
も
会
っ
て

い
た
こ
と
も
分
か
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
三
岡
八
郎
が
新
政
府
に
呼
び
出
さ
れ
て
東
京
に
行
く
時
、
同
行
し
て

い
な
い
こ
と
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
丈
夫
が
父
親
の
い
る
東
京

に
向
け
て
福
井
を
出
た
の
は
、「
士
族
」（
松
平
文
庫
九
二
一
）の
丈
夫
の
項
に「
明

治
五
年
二
月
二
日
（
一
八
七
二
年
三
月
一
〇
日
）
に
父
親
の
い
る
東
京
に
出
立
」

と
あ
り
、ま
た
グ
リ
フ
ィ
ス
の
東
京
日
記
（
一
八
七
二
年
五
月
一
一
日
）
に
「
若

い
三
岡
が
私
に
会
い
に
訪
ね
て
来
た
、
井
上
が
同
行
」
と
あ
る
。
な
お
、
井
上

は
後
述
す
る
（
28
）
の
伝
習
生
の
一
人
で
あ
る
井
上
敬
二
と
思
わ
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
若
い
三
岡
は
丈
夫
を
指
す
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
丈
夫
が
福
井

を
離
れ
た
の
は
一
八
七
二
年
の
三
月
で
あ
る
の
で
、
こ
の
メ
モ
が
先
に
記
し
た

よ
う
に
一
八
七
二
年
の
一
月
上
旬
記
さ
れ
た
と
す
る
と
、
こ
の
三
岡
の
名
前
が

丈
夫
だ
と
考
え
て
お
か
し
く
な
い
。
以
上
の
こ
と
よ
り
、
こ
の
三
岡
は
丈
夫
と

同
定
し
た
。

（
22
）
佐
々
木

　

こ
の
グ
リ
フ
ィ
ス
の
メ
モ
の
表
に
は
佐
々
木
姓
は
（
22
）、（
35
）、（
51
）
の

三
か
所
に
登
場
し
、
三
人
の
学
生
が
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
内
の
（
35
）
は

フ
ル
ネ
ー
ム
で
「Sasaki naw

oichi

」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
後
述
す
る
よ
う

に
佐
々
木
直
一
（
後
の
曠
）
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
の
二
人
は
姓
だ
け

で
あ
り
断
定
は
難
し
い
が
、
そ
の
内
の
一
人
は
佐
々
木
忠
次
郎
の
可
能
性
が
あ

る
。

　

忠
次
郎
に
つ
い
て
は
、「
福
井
人
の
同
定
」
に
記
し
た
よ
う
に
、
佐
々
木
権

六
の
息
子
で
あ
り
、
日
記
に
も
た
び
た
び
出
て
く
る
人
物
で
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の

学
生
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
「
福
井
人
の
同
定
」
で
も
記
し

た
よ
う
に
、
伝
記
『
佐
々
木
忠
次
郎
博
士
』（

（（
（

の
略
年
表
に
あ
る
よ
う
に
、
忠
次

郎
は
明
治
四
年
九
月
に
父
親
の
権
六
に
工
部
省
よ
り
出
仕
の
依
頼
が
あ
り
、
そ

の
時
一
家
で
東
京
に
移
住
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
筆
者
も
ま
た
「
福

井
人
の
同
定
」
で
は
そ
の
よ
う
に
記
し
た
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
メ
モ
が
書
か

れ
た
と
推
定
し
た
一
八
七
二
年
一
月
上
旬
に
は
福
井
に
お
ら
ず
、
メ
モ
に
名
前

が
あ
る
の
は
お
か
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
東
京
日
記
の
一
八
七
二
年
六
月
二
二
日
に

は
「
佐
々
木
忠
次
郎
が
福
井
か
ら
着
い
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
つ
け

た
。
こ
れ
に
従
う
と
、
先
に
記
し
た
三
岡
丈
夫
の
場
合
と
同
様
、
父
親
へ
の
依

頼
が
急
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
実
際
に
一
家
で
一
緒
に
東
京
に
出
た
の
で
は

な
く
、
遅
れ
て
忠
次
郎
た
ち
が
東
京
に
出
た
と
考
え
る
と
、
メ
モ
に
姓
が
あ
っ

て
も
お
か
し
く
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
と
思
わ
れ
る
も
の
が

あ
る
。
壬
申
の
戸
籍
調
に
基
づ
く
『
幕
末
維
新
福
井
名
流
戸
籍
調
』（

（（
（

の
佐
々
木

権
六
の
項
を
見
る
と
、
住
所
は
「
足
羽
県
足
羽
郡
第
一
区
神
楽
町
組　

神
明
前

町
」
と
あ
り
、
こ
の
時
点
で
の
住
所
は
福
井
に
あ
る
。
一
方
、
先
の
三
岡
丈
夫

の
項
で
は「
壬
申
二
月
東
京
府　

父
公
正
方
寄
留
」と
あ
る
。こ
の
こ
と
は
、佐
々

木
権
六
が
東
京
に
呼
び
出
さ
れ
た
時
に
一
家
で
東
京
に
移
り
移
り
住
ん
だ
の
で
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な
く
、
一
家
の
移
住
は
明
治
五
年
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

現
在
、
筆
者
は
上
記
の
こ
と
よ
り
、
忠
次
郎
は
一
八
七
二
年
一
月
上
旬
に
福

井
に
居
た
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、（
22
）
の
佐
々
木
は
、
表
か
ら
分
か
る
よ
う

に
近
く
の
番
号
に
明
治
二
年
に
春
嶽
に
よ
っ
て
語
学
伝
習
生
の
辞
令
を
受
け
た

者
が
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
佐
々
木
忠
次
郎
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
最
後
の
番
号
の
佐
々
木
に
つ
い
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
全
く
分
か
っ
て

い
な
い
。

　

こ
こ
で
は
、（
22
）
は
佐
々
木
忠
次
郎
と
考
え
、
グ
リ
フ
ィ
ス
と
忠
次
郎
の

交
遊
関
係
を
福
井
日
記
の
中
に
見
る
こ
と
に
す
る
。
佐
々
木
忠
次
郎
は
福
井
日

記
の
中
に
九
回
出
て
く
る
事
は
「
福
井
人
の
同
定
」
に
記
し
て
あ
る
。

①
一
八
七
一
年　

三
月　

九
日　

夕
方
、
佐
々
木
の
息
子
に
教
え
た
・

②
一
八
七
一
年　

三
月
二
九
日　

夜
、
佐
々
木
の
息
子
ら
と
…

③
一
八
七
一
年　

五
月
三
一
日　

�

夜
、
佐
々
木
と
五
人
の
学
生
に
化
学
を
教
え

た
。

④
一
八
七
一
年　

六
月　

八
日　

�

佐
々
木
の
息
子
に
五
時
か
ら
六
時
ま
で
教
え

た
。

⑤
一
八
七
一
年　

六
月
一
五
日　

佐
々
木
の
息
子
に
教
え
た
。

⑥
一
八
七
一
年　

七
月
一
四
日　

午
後
、
カ
ー
ル
と
佐
々
木
に
教
え
た
。

⑦
一
八
七
一
年　

八
月
一
四
日　

午
後
、
カ
ー
ル
と
佐
々
木
に
教
え
た
。

⑧
一
八
七
一
年　

九
月　

四
日　

佐
々
木
と
ヨ
ハ
ン
に
教
え
た
。

⑨
一
八
七
一
年
一
〇
月
二
六
日　

佐
々
木
（
忠
次
郎
）
の
代
わ
り
を
す
る
。

　

以
上
が
「
福
井
人
の
同
定
」
の
佐
々
木
の
項
で
、
忠
次
郎
に
同
定
し
た
九
回

で
あ
る
。
た
だ
し
、③
は
権
六
と
忠
次
郎
の
ど
ち
ら
か
は
分
か
ら
な
い
と
し
た
。

な
ぜ
な
ら
こ
の
時
は
夜
で
あ
り
、
佐
々
木
は
五
人
の
学
生
に
化
学
を
教
え
た
と

い
う
こ
と
で
、
忠
次
郎
よ
り
も
権
六
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
た
が
、
断
定
で

き
ず
、
人
物
は
二
人
の
名
を
記
し
た
。

　

⑨
の
英
文
に
は
、
中
野
と
大
岩
が
化
学
科
の
助
手
に
任
命
さ
れ
た
、
佐
々
木

の
代
わ
り
と
あ
る
が
「（
忠
次
郎
）」
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
山
下
が

注
の
意
味
で
日
本
語
訳
に
す
る
際
に
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の

日
以
前
に
忠
次
郎
が
助
手
を
し
て
い
た
こ
と
は
全
く
ど
こ
に
も
記
さ
れ
て
い
な

い
。
中
野
や
大
岩
の
任
命
は
こ
の
日
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
助
手
的
な
役

割
を
し
て
い
た
こ
と
は
九
月
一
一
日
の
日
記
に
「
大
岩
と
中
野
が
今
日
か
ら
教
え

始
め
た
」
と
あ
る
事
な
ど
か
ら
わ
か
り
、
こ
の
段
階
で
忠
次
郎
に
代
わ
っ
て
中

野
や
大
岩
が
助
手
に
な
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
し
て
こ
の
佐
々
木
は
誰
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
日
記
の
九
月
一
三
日
に
「
図
画
を
始
め
た
、
佐
々
木

氏
と
中
野
が
手
伝
っ
た
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
橋
本
左
内
の
肖
像
画
を
描
く
な

ど
絵
画
の
才
能
も
高
か
っ
た
権
六
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
一
〇
月
二
六
日
の

佐
々
木
は
忠
次
郎
で
な
く
権
六
と
訂
正
す
る
方
が
よ
い
と
現
在
は
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
姉
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
宛
て
の
手
紙
（
一
八
七
一
年
四
月
二
八
日
付
）

で
「
週
四
日
、
毎
晩
、
佐
々
木
さ
ん
の
男
の
子
を
教
え
る
。
覚
え
が
早
い
」
と

あ
る
。
こ
れ
が
何
時
ま
で
続
い
た
か
は
か
わ
ら
な
い
が
、
家
庭
教
師
的
な
も
の

で
あ
る
。
日
記
や
手
紙
か
ら
見
ら
れ
る
、
グ
リ
フ
ィ
ス
と
忠
次
郎
の
関
係
は
個

人
的
に
恐
ら
く
英
語
を
習
っ
て
い
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
が
、
吐
酔
や
カ
ー
ル
な

ど
の
よ
う
に
グ
リ
フ
ィ
ス
と
親
し
く
交
際
し
て
い
た
様
子
は
伺
え
な
い
。

（
25
）
ヨ
ハ
ン

　

こ
の
メ
モ
で
は「Johan

」と
な
っ
て
い
る
が
、日
記
で
は「Johann

」と
な
っ
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沖　

グ
リ
フ
ィ
ス
の
残
し
た
メ
モ
“Students

”（
学
生
名
簿
）
に
つ
い
て

て
い
る
。
カ
ー
ル
に
つ
い
て
も
大
部
分
は「K

arl

」で
あ
る
が
、時
に
は「Carl

」

と
記
し
て
あ
り
、
こ
れ
も
同
じ
よ
う
に
グ
リ
フ
ィ
ス
が
ｎ
を
書
き
落
と
し
た
と

考
え
ら
れ
、
同
一
人
物
と
考
え
た
。

　

ヨ
ハ
ン
は
、
山
下
の
『
グ
リ
フ
ィ
ス
と
福
井
（
増
補
改
訂
版
）』
の
人
名
索

引
で
は
「
中
沢
岩
太
郎
（
ヨ
ハ
ン
）」
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
「
福
井
人
の

同
定
」
で
記
し
た
よ
う
に
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
中
沢
岩
太
（
岩
太
郎
）
の
こ
と
を

カ
ス
パ
ー
と
呼
ん
で
お
り
、ヨ
ハ
ン
と
は
別
人
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

ヨ
ハ
ン
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
誰
で
あ
る
か
は
同
定
で
き
て
い
な
い

が
、
日
記
に
は
山
下
の
本
文
の
注
を
含
め
る
と
八
回
そ
の
名
が
出
て
く
る
の
で

無
視
で
き
な
い
。
以
下
に
日
記
に
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
か
見
る
こ
と
に

す
る
。

①
一
八
七
一
年　

七
月　

一
日　

�

山
田
、
カ
ー
ル
、
ヨ
ハ
ン
が
私
の
部
屋
に
来

た
。

②
一
八
七
一
年　

七
月　

二
日　

ヨ
ハ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
語
の
生
徒
が
来
た
。

③
一
八
七
一
年　

八
月　

六
日　

午
後
、
ヨ
ハ
ン
と
散
歩
し
た
。

④
一
八
七
一
年　

九
月　

四
日　

午
後
、
佐
々
木
と
ヨ
ハ
ン
に
教
え
た
。

⑤
一
八
七
一
年
一
〇
月　

五
日　

ヨ
ハ
ン
が
夕
食
に
来
た
。

⑥
一
八
七
一
年
一
〇
月
二
〇
日　

�

ヨ
ハ
ン
が
私
の
家
で
住
む
た
か
め
に
や
っ
て

来
た
。

⑦
一
八
七
一
年
一
一
月
一
〇
日　

�

ヨ
ハ
ン
が
今
日
か
ら
一
週
間
か
一
〇
日
住
む

た
め
に
来
た
。

⑧
一
八
七
二
年　

一
月
一
二
日　

�

カ
ー
ル
、
石
田
、
ジ
ョ
ン
（
ヨ
ハ
ン
か
）
と

相
撲
を
と
っ
た
。

　

⑧
の
「（
ヨ
ハ
ン
か
）」
は
山
下
が
付
け
た
注
で
英
文
日
記
に
は
無
い
。
英
文

で
は
「Sym
otori w

ith Carl, Ishida &
 John

」
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
メ

モ
の
（
31
）
に
「John

」
と
い
う
呼
び
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ヨ

ハ
ン
と
は
別
に
グ
リ
フ
ィ
ス
が
ジ
ョ
ン
と
呼
ん
で
い
た
人
物
が
い
た
こ
と
は
確

か
で
、
こ
の
注
は
誤
り
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
現
在
の
と
こ
ろ
ジ
ョ
ン
と
い
う
呼
び
名
の
人
物
が
誰
か
と
い
う
こ
と

も
分
か
っ
て
い
な
い
。
ヨ
ハ
ン
に
つ
い
て
は
、
姉
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
宛
て
の
書

簡
に
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

上
記
の
日
記
の
内
容
や
、
ヨ
ハ
ン
の
両
親
が
グ
リ
フ
ィ
ス
家
を
訪
ね
て
い
た

こ
と
が
日
記
よ
り
分
か
る
。
ヨ
ハ
ン
は
佐
々
木
忠
次
郎
や
カ
ー
ル
と
ほ
ぼ
同
年

齢
位
の
少
年
で
、
一
時
期
は
新
居
に
同
居
し
て
い
た
こ
と
や
、
東
京
日
記
に
ヨ

ハ
ン
の
名
前
が
見
い
だ
せ
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
グ
リ
フ
ィ
ス
を
追
っ
て
東
京

へ
行
く
こ
と
は
な
か
っ
た
人
物
で
あ
る
こ
と
は
分
か
る
。
し
か
し
、
誰
か
と
い

う
同
定
は
で
き
て
い
な
い
。　

（
26
）
平
瀬
兄
弟

　

平
瀬
兄
弟
に
つ
い
て
は
、
福
井
日
記
や
姉
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
宛
て
の
書
簡
に

も
一
度
も
そ
の
名
前
は
な
い
。
し
か
し
、
平
瀬
姓
の
人
物
と
し
て
平
瀬
作
五
郎

が
イ
チ
ョ
ウ
の
精
子
の
発
見
者
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、「
平
瀬
作
五
郎

伝
」（

（（
（

な
ど
で
、
明
治
四
年
に
は
明
新
館
の
中
学
校
に
い
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し

て
お
り
、『
近
代
日
本
美
術
教
育
の
研
究　

明
治
時
代
』（

（（
（

に
は
「
グ
リ
フ
ィ
ス

の
弟
子
で
図
画
教
師
に
な
っ
た
人
は
、
小
林
寿
、
平
瀬
作
五
郎
が
い
る
」
と
あ

る
。
さ
ら
に
『
福
井
名
流
戸
籍
調
』（

（（
（

の
平
瀬
作
五
郎
の
項
を
見
る
と
、
作
五
郎

は
平
瀬
儀
作
の
長
男
で
あ
り
、
一
歳
年
下
に
次
男
に
再
五
郎
が
い
る
こ
と
が
分

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
平
瀬
兄
弟
は
、
平
瀬
作
五
郎
と
再
五
郎
と
同

定
し
た
。
し
か
し
、
グ
リ
フ
ィ
ス
と
の
当
時
の
交
流
に
つ
い
て
は
日
記
に
も
名

前
が
一
度
も
出
て
い
な
い
の
で
全
く
分
か
ら
な
い
。
グ
リ
フ
ィ
ス
が
図
画
を
教

え
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
の
で
、
上
記
の
よ
う
に
グ
リ
フ
ィ
ス
に
図
画
を

習
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

（
27
）
大
谷

　

日
記
中
に
大
谷
の
姓
は
七
回
出
て
く
る
が
「
福
井
人
の
同
定
」
に
記
し
た
よ

う
に
、
こ
の
大
谷
は
当
時
藩
の
権
少
参
事
で
あ
っ
た
大
谷
遜
で
あ
り
、
学
生
で

な
い
こ
と
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
メ
モ
の
大
谷
は
別
人

で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

学
生
の
大
谷
と
し
て
最
も
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
人
物
は
、
明
治
二
年

に
佐
々
木
忠
次
郎
ら
と
一
緒
に
、
春
嶽
に
よ
っ
て
語
学
伝
習
生
に
任
命
さ
れ
た

七
人
の
内
に
そ
の
名
前
が
あ
る
大
谷
外
蔵
で
あ
る
。
な
お
、
大
谷
の
名
前
は
東

京
日
記
の
五
月
一
二
日
に
「
東
京
に
着
い
た
」
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ

も
同
一
人
物
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
メ
モ
に
書
か
れ
て

い
る
大
谷
は
大
谷
外
蔵
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
が
、
断
定
は
で
き
な
い
。

　

日
記
や
姉
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
の
書
簡
に
も
、
こ
の
大
谷
に
つ
い
て
は
全
く
触

れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
グ
リ
フ
ィ
ス
と
の
交
遊
関
係
な
ど
は
分
か
ら
な
い
。

（
28
）
井
上
（
ト
ム
）

　

日
記
中
に
井
上
は
一
三
回
出
て
く
る
。
大
谷
の
場
合
と
同
様
、「
福
井
人
の

同
定
」
に
記
し
た
よ
う
に
、
こ
の
井
上
は
す
べ
て
当
時
福
井
藩
御
雇
教
師
警
衛

勤
を
し
て
お
り
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が
東
京
に
戻
る
と
き
に
同
行
し
、
英
学
修
行
の

た
め
に
上
京
し
た
井
上

（
剛
太
郎
）
で
あ
る
こ
と
は
、
日
記
の
内
容
か
ら
判

断
し
て
間
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

メ
モ
の
井
上
で
あ
る
が
、
こ
の
人
物
も
や
は
り
大
谷
と
同
様
に
、
春
嶽
に
よ

り
語
学
伝
習
生
の
任
命
を
受
け
た
井
上
敬
二
で
は
な
い
か
と
推
定
し
た
。
な
お

井
上
の
名
は
先
に
三
岡
の
所
で
述
べ
た
よ
う
に
、
東
京
日
記
（
一
八
七
二
年
五

月
一
一
日
）
に
「
若
い
三
岡
が
私
に
会
い
訪
ね
て
来
た
、井
上
が
同
行
」
と
あ
る
。

こ
の
三
岡
は
上
述
の
語
学
伝
習
生
の
一
人
で
あ
る
三
岡
丈
夫
で
あ
る
こ
と
は
確

か
で
あ
り
、
こ
の
井
上
は
敬
二
と
考
え
て
お
か
し
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
な

お
、
こ
の
こ
と
か
ら
井
上
も
五
月
一
一
日
以
前
に
東
京
に
出
て
き
た
こ
と
は
確

か
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
い
つ
福
井
を
出
て
、
東
京
に
い
つ
着
い
た
か

は
、
こ
れ
で
は
分
か
ら
な
い
の
で
、
表
に
は
何
も
記
し
て
い
な
い
。

（
30
）
三
浦

　

三
浦
と
い
う
名
前
は
、
日
記
の
一
八
七
一
年
一
二
月
三
一
日
に
「
三
浦
と
楽

し
い
散
歩
を
し
た
」
と
あ
り
、
一
八
七
二
年
一
月
六
日
に
「
学
校
で
授
業
を
三

時
間
し
て
楽
し
か
っ
た
。
そ
の
後
、カ
ー
ル
と
三
浦
と
長
い
こ
と
散
歩
を
し
た
」

と
あ
る
。
カ
ー
ル
と
一
緒
に
散
歩
し
た
と
い
う
内
容
か
ら
考
え
て
、
三
浦
は
学

生
の
一
人
と
考
え
て
良
い
と
思
わ
れ
る
が
、そ
れ
以
上
の
資
料
が
見
つ
か
ら
ず
、

名
す
ら
分
か
ら
な
い
状
態
で
あ
る
。

（
31
）John

（
ジ
ョ
ン
）

　

ジ
ョ
ン
と
い
う
呼
び
名
は
、
一
八
七
二
年
一
月
一
二
日
に
後
述
の
石
田
と
と

も
に
「
一
一
時
、
カ
ー
ル
、
石
田
、
ジ
ョ
ン
と
相
撲
を
取
っ
て
私
が
勝
っ
た
」

と
い
う
一
度
だ
け
で
、
そ
れ
以
外
に
は
全
く
こ
の
呼
び
名
が
出
て
く
る
資
料
も

な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
名
前
の
手
掛
か
り
も
な
く
、
よ
く

分
か
ら
な
い
。
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沖　

グ
リ
フ
ィ
ス
の
残
し
た
メ
モ
“Students

”（
学
生
名
簿
）
に
つ
い
て

（
34
）
石
田

　

日
記
中
に
石
田
と
い
う
姓
が
出
て
く
る
の
は
以
下
の
二
か
所
だ
け
で
あ
る
。

①
一
八
七
一
年
一
二
月
二
一
日　

�

石
田
と
湯
村
（Ium

ura

）
が
明
日
か
ら
私

の
家
に
来
る
。

②
一
八
七
二
年　

一
月
一
二
日　

�

一
一
時
、
カ
ー
ル
、
石
田
、
ジ
ョ
ン
と
相
撲

を
取
っ
て
私
が
勝
っ
た
。

　

し
か
し
、
表
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
以
外
に
東
京
日
記
の
一
八
七
二
年

四
月
九
日
に
「
中
野
、
石
田
、
山
形
が
東
京
に
着
い
た
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
グ
リ
フ
ィ
ス
を
囲
ん
で
写
し
た
六
人
福
井
の
生
徒
た
ち
の
中
に
も
そ
の

名
が
あ
る
。
ま
た
、
明
治
五
年
四
月
改
の
『
南
校
一
覧
』（

（（
（

の
学
生
名
簿
に
「
英

八
ノ
部　

足
羽
県　

石
田
二
男
雄　

一
七
歳
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
名
簿

に
は
一
緒
に
上
京
し
た
思
わ
れ
る
中
野
外
志
雄（
英
三
ノ
部
）と
写
真
に
も
写
っ

て
い
る
中
沢
岩
太
（
独
ノ
三
部
）
の
名
前
も
あ
る
。
そ
し
て
石
田
二
男
雄
の
名

前
は
明
治
二
年
の
春
嶽
よ
り
任
命
さ
れ
た
語
学
伝
習
生
の
中
に
も
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
石
田
は
石
田
二
男
雄
と
同
定
し
た
。

（
35
）
佐
々
木
直
一

　

先
に
記
し
た
よ
う
に
、佐
々
木
と
い
う
姓
の
人
物
は
三
人
記
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
人
物
に
限
り
、
メ
モ
に
は
っ
き
り
と
姓
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
手

掛
か
り
に
『
福
井
藩
士
履
歴 

三
』
の
佐
々
木
の
項
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、「
佐
々

木
曠
（
直
一
）
未
一
四
歳
」
と
い
う
人
が
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
明
治
三
年

一
二
月
一
二
日
に
「
准
二
等
医　

但
病
院
主
務
」
に
任
命
さ
れ
、
明
治
四
年
九

月
一
七
日
に
病
死
し
た
佐
々
木
一
雄
と
い
う
医
者
の
息
子
で
、
明
治
四
年
九
月

一
七
日
に
父
の
家
督
を
相
続
し
て
い
る
。
年
齢
か
ら
見
て
も
グ
リ
フ
ィ
ス
の
学

生
と
考
え
て
お
か
し
く
な
い
の
で
、
佐
々
木
直
一
と
同
定
し
た
。
な
お
、
昭
和

二
年
に
グ
リ
フ
ィ
ス
夫
妻
が
来
福
し
た
際
、
グ
リ
フ
ィ
ス
に
感
謝
状
を
贈
っ
た

人
物
の
一
人
と
し
て
佐
々
木
曠
（
ひ
さ
し
）
の
名
前
が
あ
り
、
同
一
人
物
と
思

わ
れ
る
。

（
37
）
中
沢

　
（
25
）
の
ヨ
ハ
ン
の
項
で
も
記
し
た
よ
う
に
、『
グ
リ
フ
ィ
ス
と
福
井
（
増
補

改
訂
版
）』
の
索
引
で
は
「
中
沢
（
ヨ
ハ
ン
）」
と
な
っ
て
い
る
が
、
グ
リ
フ
ィ

ス
は
中
沢
を
カ
ス
パ
ー
と
呼
び
、ヨ
ハ
ン
と
は
別
人
で
あ
る
。
な
お
、カ
ス
パ
ー

と
い
う
呼
び
方
は
、福
井
日
記
に
は
一
八
七
二
年
一
月
二
二
日
に
一
度
だ
け「
中

沢
（
カ
ス
パ
ー
）」
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

　

中
沢
は
日
記
に
も
一
度
だ
け
出
て
く
る
。
す
な
わ
ち
一
八
七
二
年
一
月
二
二

日
に
、中
沢
が
グ
リ
フ
ィ
ス
の
東
京
行
き
に
同
行
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
事
実
は
、『
中
沢
岩
太
博
士
喜
寿
祝
賀
記
念
貼
』（

（（
（

の
中
に
、
こ
の
日
、
中

沢
が
グ
リ
フ
ィ
ス
と
井
上
な
ど
に
同
行
し
て
東
京
に
向
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が

記
さ
れ
て
お
り
、
確
認
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
中
沢
は
中
沢
岩
太
と

同
定
し
た
。

　

中
沢
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
と
福
井
の
学
生
た
ち
と
写
し
た
写
真
や
明
治
五
年
四

月
改
の
『
南
校
一
覧
』
の
学
生
名
簿
に
（
独
ノ
三
部
）
に
入
学
し
た
人
物
に
中

沢
岩
太
の
名
前
が
見
え
る
。
た
だ
し
、
福
井
時
代
に
グ
リ
フ
ィ
ス
と
ど
の
よ
う

な
交
流
が
あ
っ
た
か
は
分
か
ら
な
い
。

（
38
）
小
林　

　

グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
記
に
は
一
度
も
出
て
こ
な
い
が
、（
26
）
の
平
瀬
作
五
郎

の
項
に
も
記
し
た
よ
う
に
、『
近
代
日
本
美
術
教
育
の
研
究　

明
治
時
代
』
の
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中
に
「
グ
リ
フ
ィ
ス
の
弟
子
で
図
画
教
師
に
な
っ
た
人
は
小
林
寿
、
平
瀬
作
五

郎
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
小
林
は
小
林
寿
で
あ
る
と

同
定
出
来
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　

三　

メ
モ
に
出
て
い
な
い
学
生
た
ち

　　

こ
の
メ
モ
に
記
さ
れ
て
い
な
い
学
生
と
し
て
は
「（
ａ
）
日
記
に
記
さ
れ
て

い
る
が
メ
モ
に
名
前
が
無
い
人
」、「（
ｂ
）
昭
和
二
年
グ
リ
フ
ィ
ス
夫
妻
来
日

の
際
再
会
し
た
門
人
」に
つ
い
て
分
か
る
範
囲
で
そ
の
名
前
と
同
定
を
行
っ
た
。

（
ａ
）
日
記
に
記
さ
れ
て
い
る
が
メ
モ
に
名
前
が
無
い
人

　
（
ア
）�

グ
リ
フ
ィ
ス
が
福
井
を
去
る
前
に
福
井
を
離
れ
、日
記
に
は
グ
リ
フ
ィ

ス
に
別
れ
の
挨
拶
に
来
た
と
記
さ
れ
て
い
る
人
達

　

学
生
の
姓
と
日
付
を
以
下
に
記
す
。

　
（
一
）
木
滑
（
一
八
七
一
年
五
月
一
七
日
）

　
（
二
）
木
下
（
一
八
七
一
年
七
月
一
四
日
）

　
（
三
）
大
島
（
一
八
七
一
年
九
月
二
日
）

　
（
四
）
粕
谷
・
牧
田
・
松
原
・
野
村
・
山
村
（
一
八
七
一
年
九
月
一
〇
日
）

　
（
五
）
片
岡
・
山
田
（
一
八
七
二
年
一
月
一
二
日
）

　
（
六
）
大
島
・
石
塚
（
一
八
七
二
年
一
月
一
五
日
）

　

こ
の
内
（
六
）
の
大
島
と
石
塚
の
姓
は
メ
モ
に
あ
り
、
大
島
と
石
塚
の
項
に

先
述
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
メ
モ
の
制
作
時
期
に
関
連
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け

述
べ
て
お
く
。
残
り
の
（
一
）
か
ら
（
五
）
ま
で
の
一
〇
人
の
内
、
は
っ
き
り

同
定
で
き
た
の
は
次
の
二
人
だ
け
で
あ
る
。（
一
）
の
木
滑
と
（
四
）
の
中
に

い
る
松
原
で
あ
る
。

（
ア
―
①
）
木
滑

　

木
滑
は
一
八
七
一
年
五
月
一
七
日
の
日
記
に
「
今
日
の
午
後
、
木
滑
が
訪
ね

て
来
た
。
彼
は
ア
メ
リ
カ
行
き
に
選
ば
れ
た
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
姉
の

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
宛
て
の
書
簡
（
一
八
七
一
年
五
月
一
七
日
付
）
に
「
明
治
政
府

か
ら
…
洋
行
す
る
学
生
二
名
を
推
薦
す
る
権
限
を
あ
た
え
る
。
…
そ
の
内
の
一

人
は
僕
が
最
適
と
思
う
学
生
を
挙
げ
る
よ
う
に
依
頼
さ
れ
た
。
…
そ
こ
で
木
滑

と
い
う
名
前
の
有
能
で
謙
虚
な
学
生
を
選
ん
だ
」
と
記
し
て
い
る
。

　

こ
の
米
国
へ
の
留
学
生
の
木
滑
に
つ
い
て
は
、
山
下
が
日
記
の
木
滑
に
つ
い

て
の
注
に
詳
し
く
記
し
て
い
て
、
木
滑
貫
人
（
き
な
め
り
し
ら
と
）
で
あ
る
こ

と
は
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
そ
こ
で
木
滑
は
木
滑
貫
人
で
あ
る
と
同
定
し
た
。

（
ア
―
②
）
松
原

　

松
原
は
一
八
七
一
年
九
月
一
〇
日
の
日
記
に
「
粕
谷
、
牧
田
、
松
原
、
野
村
、

山
村
が
別
れ
の
挨
拶
に
来
た
。
彼
ら
は
横
浜
に
行
く
」
と
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

人
物
が
後
に
雨
森
姓
と
な
り
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
生
徒
で
あ
っ
た
こ
と
は
山
下

「
人
間　

雨
森　

信
成
（
一
）」「
同
（
二
）」（

（（
（

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

特
に
「（
一
）」
の
「
二 

雨
森
の
英
文
手
紙
」
で
、雨
森
が
グ
リ
フ
ィ
ス
に
送
っ

た
手
紙
（
一
九
〇
四
年
一
二
月
二
一
日
付
）
の
な
か
で
「
私
は
あ
の
頃
の
痩
せ

て
い
て
、
青
白
い
顔
の
身
体
の
弱
そ
う
な
少
年
で
す
。
私
は
福
井
で
先
生
の
化

学
の
講
義
を
受
け
た
り
、
先
生
の
午
後
の
散
歩
の
お
伴
を
い
た
し
ま
し
た
。
…

あ
の
頃
の
私
は
松
原
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
」
と
書
い
て
い
る
。
そ
し
て
松
原

が
福
井
を
去
る
時
に
は
横
浜
に
行
く
と
言
っ
て
お
り
、
横
浜
で
雨
森
は
宣
教
師

ブ
ラ
ウ
ン
に
習
い
、
そ
の
後
ワ
イ
コ
フ
が
福
井
に
赴
任
し
た
時
、
通
訳
と
し
て

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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沖　

グ
リ
フ
ィ
ス
の
残
し
た
メ
モ
“Students

”（
学
生
名
簿
）
に
つ
い
て

福
井
に
帰
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
松
原
は
後

の
雨
森
信
成
で
あ
る
と
考
え
て
間
違
い
な
い
。

　

な
お
、
明
治
二
年
、
春
嶽
が
任
命
し
た
八
人
の
語
学
伝
習
生
の
中
に
松
原
多

久
馬
な
る
人
物
が
い
る
。
こ
の
人
物
も
雨
森
信
成
と
同
一
人
物
か
ど
う
か
で
あ

る
が
、
語
学
伝
習
生
の
内
で
松
原
多
久
馬
を
除
く
人
達
は
上
述
の
よ
う
に
す
べ

て
メ
モ
に
出
て
い
る
の
で
、
横
浜
に
行
っ
た
松
原
と
こ
の
伝
習
生
が
同
一
人
物

で
あ
る
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
事
を
裏
付
け
る
史
料
が
現
在
の
と
こ

ろ
見
つ
か
ら
ず
断
定
は
出
来
な
い
。

　
（
イ
）�

日
記
に
は
グ
リ
フ
ィ
ス
の
新
居
に
同
居
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

が
メ
モ
に
は
そ
の
姓
が
無
い
人
た
ち

　

姓
と
新
居
に
来
た
日
を
下
記
に
記
す
。

　
（
一
）
山
形
（
一
八
七
一
年
一
二
月
一
三
日
）

　
（
二
）（
石
田
）、
湯
村
（
一
八
七
一
年
一
二
月
二
一
日
）

　
（
二
）
の
内
の
（
石
田
）
は
、メ
モ
の
（
34
）
に
記
し
た
石
田
二
男
雄
で
あ
る
。

　

な
ぜ
こ
の
山
形
と
湯
村
が
メ
モ
に
記
さ
れ
て
い
な
い
か
、
そ
の
理
由
は
今
の

と
こ
ろ
分
か
ら
な
い
。
山
形
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
同
定
し
た
が
、
湯
村
に

つ
い
て
何
も
分
か
っ
て
い
な
い
。

（
イ
―
①
）
山
形

　

グ
リ
フ
ィ
ス
が
東
京
に
行
っ
た
後
、
山
形
は
中
野
、
石
田
と
一
緒
に

一
八
七
二
年
四
月
一
日
に
グ
リ
フ
ィ
ス
を
追
っ
て
東
京
に
着
い
た
こ
と
が
東
京

日
記
に
記
さ
れ
る
。
さ
ら
に
グ
リ
フ
ィ
ス
と
福
井
の
学
生
た
ち
の
写
真
に
写
っ

て
い
て
、　

グ
リ
フ
ィ
ス
の
学
生
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
『
宮
城
県
医
師
会
報
』（

（（
（

の
「
宮
城
県
医
師
会
会
長
略
伝
（
そ
の
一
）　

初
代

会
長　

山
形
仲
芸
」
に
「
出
生
地　

越
前
国
足
羽
郡
駕
籠
町
で
、
安
政
四
年

（
一
八
五
六
年
）
一
一
月
一
五
日
が
誕
生
日
で
、
明
治
五
年
、
一
六
歳
の
時
上
京

し
て
、
東
京
大
学
医
学
科
に
入
り
、
医
学
を
修
行
し
、
同
一
四
年
に
卒
業
」
と

あ
る
。
こ
れ
は
山
形
が
福
井
県
出
身
で
、
明
治
五
年
に
上
京
し
た
こ
と
と
も
一

致
し
て
お
り
、
こ
の
人
物
と
日
記
の
山
形
は
同
一
人
物
と
考
え
た
。

　

な
お
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
、
昭
和
二
年
グ
リ
フ
ィ
ス
夫
妻
が
来

福
し
た
際
に
福
井
市
役
所
が
発
行
し
た
『
グ
リ
フ
ィ
ス
博
士
』（

（（
（

の
中
に
「
当
時

博
士
の
薫
陶
を
う
け
て
後
に
名
を
顕
は
し
た
る
者
」
の
一
人
と
し
て　
「
仙
台

医
学
専
門
学
校
長
医
学
博
士　

山
形
仲
芸
」
と
あ
り
、
先
の
略
伝
に
明
治
三
四

年
に
仙
台
医
学
専
門
学
校
長
と
な
る
と
記
さ
れ
て
お
り
、
仲
芸
が
日
記
の
山
形

と
同
一
人
物
あ
る
こ
と
示
し
て
い
る
。

（
ｂ
）
昭
和
二
年
グ
リ
フ
ィ
ス
夫
妻
が
来
日
の
際
、
再
会
し
た
旧
門
人

　

こ
こ
で
は
日
記
な
ど
と
関
係
は
な
い
が　

昭
和
二
年
の
グ
リ
フ
ィ
ス
夫
妻
の

来
福
に
際
し
て
、
グ
リ
フ
ィ
ス
に
感
謝
状
を
贈
っ
た
福
井
旧
門
人
の
生
存
者
名

を
参
考
の
た
め
に
記
し
て
お
く
。

　

勝
山
千
百
里
、
今
立
吐
酔
、
今
立
源
太
郎
、
堀
運
平
、
恩
田
貞
義
、
加
藤
千

勝
、
田
口
虎
之
助
、
並
木
立
弥
、
中
沢
弘
恭
、
上
阪
重
雄
、
佐
久
士
重
隆
、
佐
々

木
曠
、
以
上
一
二
名
で
あ
る（

（（
（

。

　

こ
の
内
で
メ
モ
に
名
前
が
あ
る
の
は
、
今
立
吐
酔
と
最
後
の
佐
々
木
曠
（
メ

モ
で
は
佐
々
木
直
一
）
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
他
の
人
達
は
日
記
に
も
メ
モ
に
も

名
前
は
無
く
、
グ
リ
フ
ィ
ス
と
の
関
係
は
わ
か
っ
て
は
い
な
い
。
な
お
、
グ
リ

フ
ィ
ス
の
こ
の
来
日
時
、
大
阪
で
も
同
じ
よ
う
な
会
が
あ
っ
た
が
、
今
立
吐
酔

を
除
い
て
福
井
関
係
者
は
い
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る（

（（
（

。
東
京
で
の
集
ま
り
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
巻
二
号

は
佐
々
木
忠
次
郎
と
仙
石
貢
が
幹
事
を
し
て
い
る
。
こ
の
参
加
者
は
開
成
学
校

時
代
の
生
徒
た
ち
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
時
に
撮
ら
れ
た
写
真
の
人
物
の
同
定

が
若
林
文
高
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
お
り（

（（
（

、
佐
々
木
忠
次
郎
を
除
い
て
福
井
時
代

の
グ
リ
フ
ィ
ス
の
生
徒
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　

お 

わ 

り 
に

　

本
稿
で
は
、
主
と
し
て
グ
リ
フ
ィ
ス
の
残
し
た
自
筆
メ
モ
の
学
生
名
簿
に
あ

る
学
生
の
同
定
を
試
み
た
。
し
か
し
、
学
生
で
あ
る
た
め
、
福
井
藩
関
係
の
史

料
も
乏
し
く
、
ま
た
福
井
日
記
に
記
載
さ
れ
た
て
い
る
学
生
は
グ
リ
フ
ィ
ス
の

お
気
に
い
り
の
人
物
と
医
学
関
係
者
に
偏
っ
て
い
る
た
め
か
、
完
全
に
同
定
で

き
た
学
生
は
一
五
人
弱
で
あ
っ
た
。
か
な
り
不
完
全
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

を
足
掛
か
り
と
し
て
今
後
も
う
少
し
充
実
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
学
生
つ
い
て
何
か
ご
存
知
の
方
は
、ぜ
ひ
ご
一
報
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

謝
辞

　

グ
リ
フ
ィ
ス
の
残
し
た
学
生
名
簿
の
メ
モ
が
福
井
大
学
総
合
図
書
館
の
グ
リ

フ
ィ
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
存
在
す
る
こ
と
を
お
教
え
下
さ
り
、
さ
ら
に
種
々
の

史
料
の
収
集
な
ど
い
ろ
い
ろ
御
世
話
に
な
り
ま
し
た
福
井
大
学
図
書
館
の
安
野

辰
己
氏
、
今
回
も
福
井
藩
関
係
の
史
料
の
翻
刻
や
原
稿
の
体
裁
な
ど
に
ご
尽
力

く
だ
さ
い
ま
し
た
福
井
県
立
図
書
館
の
長
野
栄
俊
氏
、
福
井
藩
関
係
の
史
料
の

収
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
福
井
県
文
書
館
の
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

註（
１
）
沖
久
也
「
グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
日
記
中
の
福
井
人
の
同
定
に
つ
い
て
」（『
若
越
郷
土

研
究
』
五
九
巻
二
号
、
二
〇
一
五
年
、
一
一
～
二
九
頁
）。

（
２
）
福
井
大
学
グ
リ
フ
ィ
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ンSCRA

P

（
二
）。

（
３
）
沖
久
也
「
グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
日
記
の
“Misaki

（
三
崎
）”は
誰
か
？
」（『
化
学
史

研
究
』
五
〇
巻
一
号
、
二
〇
一
五
、九
～
二
〇
頁
）。

（
４
）
山
下
英
一
『
グ
リ
フ
ィ
ス
と
福
井
（
増
補
改
訂
版
）』（
エ
ク
シ
ー
ト
、二
〇
一
三
年
）。

（
５
）
山
下
英
一
『
グ
リ
フ
ィ
ス
福
井
書
簡
―Griffi

s Fukui Letter

』（
能
登
印
刷
出
版
、

二
〇
〇
九
年
）。

（
６
）
蔵
原
三
雪
「W

.E.Griffi
s̓ Journal

（1872/1/23-1873/3/25

）」（『
武
蔵
丘
短
期
大

学
紀
要
』
一
二
号
、
二
〇
〇
四
年
、
四
九
～
七
三
頁
）。

（
７
）
註
（
５
）
二
〇
四
頁
、
参
考
⑴
。

（
８
）
岩
佐
勢
市
『
食
育
の
祖　

石
塚
左
玄
物
語
』（
正
食
出
版
、
二
〇
一
〇
年
、
七
頁
）。

（
９
）
福
井
県
医
師
会
『
福
井
県
医
学
史
』（
福
井
県
医
師
会
、
一
九
六
八
年
、
七
頁
）。

（
10
）『
佐
々
木
忠
次
郎
博
士
』（
佐
々
木
忠
次
郎
先
生
伝
記
編
纂
会
、
一
九
四
〇
年
）。

（
11
）
石
橋
重
吉
編
『
幕
末
維
新
福
井
名
流
戸
籍
調
』（
福
井
市
立
図
書
館
、
一
九
四
二
年
）。

（
12
）
小
野
勇
「
平
瀬
作
五
郎
伝
（
一
）」（『
生
物
科
学
』
三
五
巻
二
号
、
一
九
八
三
年
、

一
〇
五
～
一
〇
八
頁
）

（
13
）
金
子
一
夫
『
近
代
日
本
美
術
教
育
の
研
究　

明
治
時
代
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、

一
九
九
二
年
、
二
三
七
頁
）。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
14
）『
南
校
一
覧
』（
弘
前
図
書
館
蔵
）。

（
15
）『
中
沢
岩
太
博
士
博
士
喜
寿
祝
賀
会
帖
』（
中
沢
岩
太
博
士
喜
寿
祝
賀
記
念
会
、

一
九
三
五
年
）。

（
16
）
山
下
英
一
「
人
間
雨
森
信
成
（
一
）」「
同
（
二
）」（『
若
越
郷
土
研
究
』
三
三
巻
四
号
、

三
三
巻
五
号
、
一
九
八
八
年
）。
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沖　

グ
リ
フ
ィ
ス
の
残
し
た
メ
モ
“Students

”（
学
生
名
簿
）
に
つ
い
て

（
17
）玉
手
英
典「
宮
城
県
医
師
会
会
長
略
伝（
そ
の
一
）」（『
宮
城
県
医
師
会
報
』三
七
七
号
、

一
九
七
七
年
、
二
三
〇
～
二
三
二
頁
）。

（
18
）『
グ
リ
フ
ィ
ス
博
士
』（
福
井
市
役
所
、
一
九
二
七
年
）。

（
19
）『
稿
本
福
井
市
史 

下
（
復
刻
版
）』（
歴
史
図
書
社
、
一
九
七
三
年
、
五
二
四
頁
）。

（
20
）
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
こ
の
会
に
出
席
し
た
平
賀
年
美
に
つ
い
て
調
べ
ら
れ
て
い
る

川
西
市
在
住
の
戸
田
準
氏
よ
り
、
そ
の
時
写
さ
れ
た
記
念
写
真
の
コ
ピ
ー
を
送
り
頂
き
、

そ
れ
に
基
づ
き
確
認
し
た
。
な
お
、
こ
の
会
は
昭
和
二
年
二
月
二
五
日
大
阪
ホ
テ
ル
で

開
か
れ
、
出
席
者
は
グ
リ
フ
ィ
ス
夫
妻
を
除
い
て
十
一
名
で
あ
っ
た
。

（
21
）
若
林
文
高
「
国
立
科
学
博
物
館
所
蔵
の
櫻
井
錠
二
資
料
」（『
国
立
科
学
博
物
館
研
究

報
告 

Ｅ
類 

理
工
学
』
三
三
号
、
二
〇
一
〇
年
、
二
一
～
三
五
頁
）。
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